
キングブリッジタワー
プロジェクト　　　　

（タイ）

大林組

地
域
と
の
調
和
と
象
徴
性
を
両
立

先進技術で施工プロセスを革新

概要

　
タ
イ
の
大
手
企
業
グ
ル

プ
で
あ
る
サ
ハ
グ
ル

プ
が

グ
ル

プ
企
業

や
テ
ナ
ン
ト
の
拠
点
と
し
て
開
発
し
た
高
さ
２
５
５
メ

ト
ル
の
超
高
層
オ

フ

ス
ビ
ル

チ

オ
プ
ラ
ヤ

川
沿
い
の
ラ
マ
３
世
地
区
に
位
置
し

隣

接
す
る
プ
ミ
ポ
ン
橋
の
主
塔
シ
ル
エ

ト
を
モ
チ

フ
に
し
た
象
徴
的
な
デ

ザ
イ
ン
で

地
域
と
の
調
和
と
ラ
ン
ド
マ

ク
性
を
両
立
し
た

施
工
を
担

当
し
た
タ
イ
大
林
に
と

て
Ｒ
Ｃ
造
と
し
て
過
去
最
高
の
高
さ
を
誇
り

大

林
グ
ル

プ
全
体
で
も
最
も
高
層
の
建
築
物
と
な

た


▷実施者タイ大林
▷実施国タイ王国
▷実施都市・地区バンコク
▷プロジェクト関係者サハ
キャピタルタワー（発注

者）、アーキテクツ（意
匠設計）、アーキテクチュ
ラルエンジニアリング
（構造設計）、Ｍ＆Ｅエンジ
ニアリング（設備設計）、
ＴＫスタジオ（外構設計）
▷実施期間年１月
年月

プミポン橋とチャオプラヤー川を
一望できるカフェテリア

　
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
に
は
﹁
シ
ナ
ジ


の
精
神
﹂
を
掲
げ

持
続
可
能
で
高
付

加
価
値
の
建
物
を
目
指
し

Ｌ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

︵
環
境
性
能
評
価
シ
ス
テ
ム
︶
認
証
や

ウ

ル
ネ
ス
認
証
で
あ
る
Ｆ
ｉ
ｔ
ｗ
ｅ

ｌ
３
つ
星
な
ど
国
際
的
な
環
境
認
証
を

取
得
し
た


　
建
物
性
能
の
向
上
だ
け
で
な
く

施

工
プ
ロ
セ
ス
の
革
新
も
図
り

施
工
段

階
か
ら
環
境
配
慮
や
品
質
向
上
に
関
す

る
取
り
組
み
を
実
施
し
た

地
上

階

・
高
さ
１
５
１

の
位
置
に
は
建
物
か

ら
約


張
り
出
し

幅
約



最

大
厚
さ
約
４
・
５

と
い
う
大
規
模
な

跳
ね
出
し
構
造
の
ス
カ
イ
ラ
ウ
ン
ジ
を

設
け

そ
の
施
工
に
は
リ
フ
ト
ア

プ

工
法
を
採
用
し
た

こ
れ
に
よ
り
品
質

向
上
と
工
期
短
縮
を
図
る
と
と
も
に


施
工
時
の
安
全
性
も
高
め
た

ま
た


設
備
工
事
の
モ
ジ


ル
化
を
積
極
的

に
進
め

環
境
負
荷
低
減
や
省
人
化


施
工
品
質
の
安
定
化

工
程
効
率
化
に

つ
な
げ
た

　

　
先
進
技
術
の
積
極
的
な
導
入
に
よ

り

発
注
者
の
求
め
る
高
品
質
で
持
続

可
能
な
高
付
加
価
値
の
建
物
を
契
約
工

期
よ
り
３
カ
月
前
倒
し
で
完
成
さ
せ


全
工
期
を
通
し
て
無
災
害
で
竣
工
を
迎

え
た


キングブリッジタワーとプミポン橋

地上㍍、階から張り出して配置されたスカイラウンジ

高層階途中に設けられたリフレッシュ
スペースは、上階会議室ゾーンとらせ
ん階段でつながる
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